





      長嶺 歩 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
題 目   L-Lactate dehydrogenase B may be a predictive marker for sensitivity to  
題 目   anti-EGFR monoclonal antibodies in colorectal cancer cell lines 
      （乳酸脱水素酵素Bは大腸癌細胞株に対する抗EGFR抗体薬の効果予測マーカーとなり
題 目   得る） 
雑誌名   Oncology Letters (in press) 
雑誌名   Ayumu Nagamine, Takuya Araki, Daisuke Nagano, Mitsue Miyazaki,  







の 1 つであるセツキシマブの効果を予測するために、KRAS 野生型大腸癌細胞株中のタンパク質
を網羅的に解析し、効果予測マーカーとなる候補タンパク質を探索したものである。具体的には、
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